
   平成２９年度 第３８回山形市民文化賞の受賞者について 

 平成２９年度 第３８回山形市民文化賞の受賞者を次の５人の方に決定いたしました。 
（年齢は記者会見時の年齢です）

氏名 年齢 活動分野 活動年数 住所 

安達
あだち

 利幸
としゆき

７５歳 
能楽 

（山形緑
りょく

英会
えいかい

） 
３０年以上 吉原 

功績： 長年にわたり能楽、謡曲に精励するとともに、後進の指導育成に尽力している。 

山形緑英会の幹事長として、観世流７会派により開催される「観世流山形能楽の会」や「山形県能楽の祭典」をはじめ

とする数々の舞台に出演し、精力的に活動している。 

県内各流派・各会で組織する山形県能楽協会に発足当時から所属し、会の運営に尽力するとともに平成２８年度及び

平成２９年度には同協会の幹事長として「山形能」の開催に尽力し同公演の成功に寄与した。 

市芸術文化協会会員として能楽はもとより市の文化振興・発展に貢献している。 

工藤
くどう

 晃
みつる

（工藤
くどう

 晃盟
こうめい

）
７０歳 

邦楽／尺八 

（琴
きん

古流
こりゅう

） 
４０年以上 松原 

功績： 長年にわたり、琴古流尺八に精進し、これまで古典曲の三曲合奏を学び、多くの舞台での演奏活動を精力的に

行っている。 

現在は山形県三曲協会監事、山形三曲協会理事を務め山形県内における邦楽の発展に尽力している。 

山形三曲協会の要職を長く務め、多くの事業や演奏会の開催に尽力し、また、社中による高齢者施設での慰問演奏会を

行うなど邦楽の普及に寄与している。 

山形市芸術文化協会の常任理事を務めるなどして、邦楽のみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

伊藤
いとう

 ミヤ子 

（伊藤
いとう

 華
か

梢
しょう

） 
７６歳 

華道 

（池坊） 
５０年以上 十日町 

功績： 長年にわたり華道に精励しており、特に高等学校華道部への指導を行い、若い世代への華道文化の振興に寄与

した。平成８年にはその功績が評価され池坊家元より「池坊学校華道永年指導表彰」を受けた。 

平成７年より華道池坊山形支部の役員を歴任し、現在は同支部の顧問として支部の発展に寄与している。  

平成１４年からは日本いけばな芸術協会の特別会員となり、流派の垣根を越えた活動を行い華道の振興に寄与している。

また、山形県華道文化協会においては事務局長を務め数多くの行事の成功に寄与し、以後要職を歴任し、現在は同協会

の参与として華道文化の振興・発展に寄与している。 

市芸術文化協会会員として、華道のみならず市の文化振興・発展に貢献している。 

會
あい

田
だ

 アヤ 

（會
あい

田
だ

 宗
そう

綾
りょう

）
８５歳 

茶道 

(表千家) 
５４年以上 木の実町 

功績： 昭和３８年に茶道表千家同門会山形県支部に入門以来、長年にわたり茶道に精励している。 

昭和６０年に茶道表千家の地方教授を取得し、多くの門弟の指導、育成に尽力している。 

昭和５０年から平成８年まで表千家同門会山形県支部の幹事を務めるなど、同支部の運営に尽力している。 

県芸術文化協会茶会、市芸術文化協会茶会、宝紅会月釜、宝紅庵や山寺芭蕉記念館での市民の茶会をはじめ、各茶会の

成功に寄与している。 

市芸術文化協会会員として、茶道はもとより市の文化振興・発展に貢献している。 

髙
たか

橋
はし

 清助
せいすけ

８４歳 
郷土芸能 

（神楽） 
４６年以上 蔵王上野 

功績： 昭和４６年に氏が中心となり地元有志と上野
う わ の

清
まるせい

（○の中に清）神楽
か ぐ ら

保存会を結成し以降４５年間にわたり同

会の会長職を務め郷土芸能の継承に貢献してきた。

現在も囃子方の太鼓担当として活動を続けており、長年にわたり神楽の振興に精励している。

平成１８年から平成２８年までは山形市民俗芸能保存会の副会長を務め同協会の発展に貢献するとともに、山形市全体

の民俗芸能の保存継承、発展のために尽力した。   

※  表彰式は、２月３日（土）午前１１時から山形グランドホテルにて行います。 

【参考】この賞は、本市の文化活動の一層の振興を図るため、長年、その道一筋に精励し、又は伝承を継承し、その功績が

顕著である方々を表彰するもので、昭和５５年に創設されています。   担当：企画調整部文化振興課（内線６３８） 

平成３０年１月５日

市長記者会見資料



平成29年度　第38回山形市民文化賞　受賞者

髙橋　清助
タカハシ　セイスケ

　氏

（郷土芸能／神楽：上野
ウワノ

清
マルセイ

（○の中に清）神楽
カグラ

）

安達
アダチ

　利幸
トシユキ

　氏

（能楽：山形緑英会）

工藤
クドウ

　晃
ミツル

　氏

（雅号：工藤
クドウ

　晃
コウ

盟
メイ

）

（音楽／尺八：琴古流）

伊藤
イトウ

　ミヤ子
コ

　氏

（雅号：伊藤
イトウ

　華
　カ

梢
ショウ

）

（華道：池坊）

會田
アイダ

　アヤ　氏

（雅号：會田
アイダ

　宗
ソウ

綾
リョウ

）

（茶道：表千家）

受賞者の写真データに関しては文化振興係（内線６３８）までお問い合わせください。



「山形市とサモア独立国とのホストタウン交流に係る覚書」の締結について 

１．概  要 

  山形市は、平成２８年６月１４日に政府よりタイ王国、台湾、サモア独立

国のホストタウンとして登録されて以来、相手国（地域）に対し東京オリン

ピック・パラリンピックの事前合宿の誘致活動を実施してきた。この度、  

サモア独立国との協議がまとまり、東京五輪の事前合宿を前提としたホスト

タウン交流に係る覚書を締結する運びとなったため締結式を開催するもの。 

２．覚書締結式について 

 【日 時】平成３０年１月１８日（木）１１：５０～１２：１５ 

 【場 所】ホテルメトロポリタン山形 

 【出席者】・駐日サモア独立国特命全権大使 

       ファアラバアウ・ペリナ・ジャクリーン・シラツアラウレレイ氏 

      ・サモア独立国大使館 参事官  ジャスティン リマ氏 

     ・山形市長  佐藤孝弘 

     ・山形市議会議長 渡邊 元  

     ・ホストタウン山形サモア交流大使 斎藤 アロイシア氏 他 

 【内 容】・市長、サモア独立国駐日全権大使の挨拶 

      ・サインセレモニー 

   ・写真撮影 

３．覚書に定める連携・交流事項 

【山 形 市】 

   おもてなしの心を持ってサモア独立国選手団の合宿を受け入れ、大会に

向け支援を行うこと。 

  サモア独立国との文化やスポーツ分野等における交流プログラムを実施

し、サモア独立国に対する山形市民の理解が深まるよう努めること。 

【サモア独立国大使館】 

    東京五輪に向けた事前合宿に係る協議及び合宿実施が円滑に行われるよう

支援を行うこと。

    文化やスポーツ分野等における交流プログラムを実施し、山形市に対する

サモア独立国民の理解が深まるよう努めること。

【サモアスポーツ協会・ナショナルオリンピック委員会（ＳＡＳＮＯＣ）】 

   東京五輪への出場が決定した競技のうち、山形市における事前合宿が

可能なものについては、山形市において事前合宿を実施すること。 

   文化やスポーツ分野等における交流プログラムを実施し、山形市に対す

るサモア独立国民の理解が深まるよう努めること。 

平成３０年１月５日 

市 長 記 者 会 見 資 料 



４．サモア独立国とのこれまでの主な経過 

  平成 28 月 5 月 16 日 山形選出の国会議員が衆参両院で構成する超党派の

「日本・サモア友好議員連盟」の会長を務めている

といった縁のあるサモア独立国の全競技を対象とす

るホストタウン計画を政府に申請（タイ王国・台湾

の柔道とともに）。 

平成 28 年 6 月 14 日  政府より、タイ、台湾、サモアのホストタウンとし

て登録受ける。 

平成 28 年 9 月 29 日   サモア独立国の駐日大使が山形市のスポーツ施設 

を視察するため来形。 

平成29年 6月 29日  サモア独立国の駐日大使が覚書締結にむけ事務的な

打合せを行うため来形。 

併せて交流事業「サモアカフェ」を開催。 

平成 30 年 1 月 18 日  山形市においてホストタウン交流に係る覚書締結式を 

開催。 

平成 30 年 1 月 27   山形市長がサモア独立国を訪問予定。 

～31 日 

５．サモア独立国のオリンピック出場実績 

リオデジャネイロ 

（２０１６年）

ロンドン 

（２０１２年）

北 京 

（２００８年）

２００Ｍ走（１名） 砲丸投げ（１名） ８００Ｍ走（１名） 

円盤投げ（１名） アーチェリー（１名） アーチェリー（１名） 

柔道（１名） 柔道（１名） 槍投げ（１名） 

水泳（２名） テコンドー（２名） ボクシング（１名） 

カヌー（１名） カヌー（１名） カヌー（１名） 

ウェイトリフティング（２名） ウェイトリフティング（２名）
ウェイトリフティング（１名） 

※銀メダル獲得

問い合わせ先 

企画調整部企画調整課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内２２０ 



ＦＩＳスキージャンプワールドカップレディース２０１８ 

蔵王大会の開催について 

１．開催日時 平成３０年１月１９日（金）・２０日（土）・２１日（日） 

２．開催場所 クラレ蔵王シャンツェ（山形市蔵王ジャンプ台） 

３．種  目 １月１９日（金） ノーマルヒル（HS １０２）個人戦 

１月２０日（土） ノーマルヒル（HS １０２）団体戦※ 

１月２１日（日） ノーマルヒル（HS １０２）個人戦 

４．実施要項 １月１９日（金） 試技開始 １６：００ 競技開始 １７：００ 

表彰式 競技終了後 

１月２０日（土） 試技開始 １６：００ 競技開始 １７：００ 

表彰式 競技終了後 

１月２１日（日） 予  選 １４：４５ 競技開始 １６：００ 

表彰式 競技終了後 

５．表  彰 １月１９日（金） １位より３位まで表彰 

１月２０日（土） １位より３位まで表彰 

１月２１日（日） １位より３位まで表彰 

６．公式練習 １月１８日（木） 公式練習 １６：００ 

７．主  管 公益財団法人全日本スキー連盟、山形県スキー連盟 

スキージャンプワールドカップレディース蔵王大会実行委員会 

８．共  催 国際スキー連盟、公益財団法人全日本スキー連盟、 

山形県スキー連盟、山形市、山形県教育委員会、 

山形市教育委員会、山形市スキー連盟 

９．後  援 公益財団法人山形県体育協会、公益財団法人山形市体育協会、

蔵王温泉観光協会 

平成３０年１月５日 

市長記者会見資料 



１０．その他 参加国 １２ヶ国（予定） 

       参加選手数５０人（予定） 

       競技役員数 １月１８日（木）公式練習・予選 １８０名 

１月１９日（金）個人戦 １８０名 

１月２０日（土）団体戦 １８０名 

１月２１日（日）個人戦 １８０名 

       レースオフィス  山形市スポーツ保健課（大会期間前） 

               山形市蔵王体育館    （大会期間中） 

※団体戦について 

  女子ワールドカップでの団体戦は 2017/2018 シーズンから導入され、

2017/2018 シーズンはドイツにて１試合、日本（蔵王）で１試合開催される。

国内初開催が蔵王大会となる。 

○団体戦のルール 

  １チーム４名のジャンパーが４組に分かれ２本ずつ飛び、その合計点数で

競われる。 

 １チーム４名を４組に分け、各組ごとにゲート位置などの設定が行われる。 

○ドイツ（ヒンターツァルテン）の団体戦結果（2017.12.16） 

第１位 日本  ９５６．０点 

（伊藤 有希、岩渕 香里、勢藤 優花、髙梨 沙羅） 

第２位 ロシア  ８６３．７点 

第３位 フランス ８４６．４点 

問い合わせ先 

教育委員会スポーツ保健課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６３４ 



山形市ふるさと納税推進事業について 

特産品等の「山形ブランドの確立」を目指し、ふるさと納税制度の推進を図ってまいりま

したが、寄附金額が 12 月 25 日現在において、目標としていた 12 億円を突破し、その目標

を達成しましたのでご報告いたします。

１ 寄附金額等の状況（12 月 31 日現在の速報値） 

 寄附件数 ８６,４３８件 

 寄附金額 １,４９０,３４７,００７円 

【平成 28年度実績（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）】 

寄附件数 67,424 件 寄附金額 1,239,497,432 円 

２ 寄附獲得に向けた主な取り組み 

 首都圏及びイベントにおけるＰＲ活動等 

① 横浜高島屋・観光物産展でパソコンによる簡易寄附コーナーを設置し、チラシ配布等

を行った。（29.６.３～４） 

② 東北絆まつり仙台において、山形の冷やし文化「冷やしシャンプー」をＰＲ。併せて

さくらんぼの振舞い。（29.６.10～11） 

③ 新虎マーケット（東京･６月）、まるごと物産フェア（仙台･７月）等でチラシ配布 

④ ふるさと納税大感謝祭（東京９月・大阪 10月）に参加 

⑤ 市内公立高校同窓会（東京）でＰＲ活動。日本酒を振舞い（29.11.18） 

 フリーペーパー等によるＰＲ 

 さくらんぼ、シャインマスカットなどの平成 30 年産フルーツ先行予約を実施 

 その他の取り組み 

本市全職員に対して、本事業の協力を依頼し、職員一人一人がセールスマンという意識

を持ち、全国・東北規模の研修会及び視察等において、ふるさと納税カタログを配布する

等のＰＲ活動を実施するなど、普及啓発に努めました。 

３ 人気があった主な返礼品（平成 29 年４月１日～） 

〇山形産 さくらんぼ（佐藤錦） 〇山形産 白桃  〇山形産 ふじりんご 

〇山形フルーツ定期便（さくらんぼ・デラウェア・白桃・シャインマスカット） 

〇山形産 コシヒカリ 

平成 30年１月５日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先 

商工観光部部山形ブランド推進課 

ふるさと納税グループ 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４０７ 



第９回 さくら咲くやまがた 冬のさくらキャンペーン２０１８ 

１ 目 的 

山形市の魅力ある地域資源（お宝）であり、山形県が全国一の生産量を誇る、冬に咲

く「啓翁桜」を多くの方々から親しんでいただくため、中心市街地のホテルや観光施設

等に啓翁桜を展示・紹介するとともに、啓翁桜を活用したオリジナル料理の提供等を行

うキャンペーンを開催することにより、山形の冬の魅力を県内外に向けて情報発信する

とともに街なかの賑わいを創出する。 

２ 開催時期 

１月１３日(土)から２月２８日(水)まで    

【キックオフイベント】 

  ①日時 平成３０年1月1３日（土）午前11時～ 

②会場 霞城セントラル １階アトリウム 

  ③内容 やまがた舞子の演舞、嚶鳴女声合唱団（県立山形西高ＯＧ）の合唱、 

桜湯で乾杯、甘酒の振る舞い、啓翁桜プレゼント（先着100名）など 

３ 主 催 

  冬のさくらキャンペーン実行委員会／山形市 

（ホテル協会加盟ホテルや中心市街地観光文化施設等） 

４ 会 場 

  冬のさくらキャンペーン参加施設 

  ①山形グランドホテル     ②ホテルメトロポリタン山形  ③ホテルキャッスル 

④山形七日町ワシントンホテル ⑤山形駅西口ワシントンホテル ⑥山形国際ホテル 

⑦山形まるごと館 紅の蔵    ⑧水の町屋 七日町御殿堰    ⑨山形まなび館 

⑩七日町商店街振興組合の協賛店⑪山形市役所  

５ 内 容 

  “冬に咲くさくら”啓翁桜の展示、桜や春をテーマとしたオリジナル料理の提供、 

ベニちゃんクイズなど。 

このキャンペーンは、山形の四季折々の「お宝」をＰＲするため、季節ごとに街なか

に「花」を展示し、それを活用した「食」を提供することで、街なかに人を呼び込み、

賑わいを創出しようとするもので、夏の「紅花」、冬の「啓翁桜」をＰＲするため実施   

するものです。 

６ 後 援 

山形県村山総合支庁／（一社）山形市観光協会／山形市中心商店街街づくり協議会 

平成３０年１月５日 
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問い合わせ先 

商工観光部山形ブランド推進課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４１３ 







山形市民の健康寿命を損なう３大原因

SUKSK（スクスク）生活

認知症脳卒中運動器疾患

″健康医療先進都市“ 山形市民の実態に基づいた対策

健康（予防） 医療

S・食事

減

塩

栄
養
バ
ラ
ン
ス

健
康
な
歯

U・運動

適
度
な
運
動

日

光

K・休養 K・禁煙S・社会

適
切
な
睡
眠

余
暇
を
楽
し
む

受
動
喫
煙
の
な
い
環
境

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

教
育
・
仕
事
・
人
間
関
係

高
齢
者
の
社
会
参
加

山形市民の３大死因
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地域包括ケアシステムの深化 医療介護の連携、生活支援の充実

心疾患 脳卒中

【専門医療の拠点】○ ガン診療連携拠点病院
○ 脳卒中センター

山形大学医学部附属病院
山形県立中央病院
山形市立病院済生館

平成３０年１月５日
市長記者会見資料


